

































国と FTA や EPA の交渉・締結が進み（ 1 ），その過程で農産物の非関税障壁の緩
和・撤廃が実現したことである。つまり，輸入増加が懸念される一方で輸出拡
大の可能性が高まったのである。 2 つめは，アジア諸国で経済成長が進み， 1
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図 1　近年の主要果実の輸出量の推移と最大の相手国
資料：日本貿易月表
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政策などで円安が進んだ1980年代前半に 2 万 t 台半ばを記録したが，その後は
減少に転じた（日本貿易月表より）。図 8 に示したように，1990年代以降も減
少傾向に変化はなく，回復の兆しは見られない。主な相手国は長らくカナダを
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韓国 × × ×
台湾 植物検疫 特別検疫条件 特別検疫条件
中国 × 輸入許可証 輸入許可証
香港 ○ ○ ○
シンガポール ○ ○ ○
フィリピン × 輸入許可証 輸入許可証
ベトナム × 特別検疫条件 特別検疫条件
タイ 特別検疫条件 植物検疫 植物検疫
マレーシア 輸入許可証 ○ ○
主要輸出期間 10月～1月 9月～翌3月 8月～9月
貯蔵管理 × ◎ ○
品質の基準 糖度 大きさ 大きさ
外観の差別化 △ ○ ○
主要産地 西南暖地 青森県 鳥取県






























































































で評価が低い 3 L 以上の大玉果に限って輸出に回すことで量の確保を図ろうと
した（川久保，2005）。しかし，青島は晩生種で，通常，年内に収穫した後に
一定期間貯蔵して販売する品種である。クリスマスの需要に合わせて遅くとも
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過去 2 ～ 3 年は減少傾向にあり，台湾の輸入価格は下落傾向にあるなど，カナ
ダに代わる主力市場に成長していくかは未知数である。
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図13　近年のミカン生産量および国内・対カナダ向け価格の変化
資料：果樹生産出荷統計，東京都中央卸売市場年報，日本貿易月表
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いない。その理由の 1 つは輸出量の少なさで，2018年のミカン38t と中晩柑類
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11月 12月 1月 2月
台湾 174，496 331，979 128，357 53，526
韓国 91，026 63，101 33，067 90
日本 33，785 36，208 23，366 27，645
タイ 19，600
パキスタン 222，048 319，845
イスラエル 21，225 77，688 167，475
スペイン 33，018 71，716 110，572 58，623
キプロス 175，020 87，240
エジプト 93，468 111，888
モロッコ 123，472 125，083 24，680
米国 239，840
南アフリカ 24，960
その他 30，454 2，172 33，608 43，591
















ものだが，日本産ミカンの輸入量は年内に多く11月には第 3 位，12月には第 6
位にランクしている。もちろん，そのシェアは数％程度で，首位の台湾はおろ





















ミカンのみはバラ売りではなく、 6 ～ 8 個単位でパッケージ売りされていた。
また，ミカンは柑橘コーナーとは別の高級果実コーナーに置かれていることが
































－ 豪州 豪州 イスラエル
贈答用箱 52 －
スー パ （ー3） あり






























































































































森県のリンゴを 1 つの理想とすれば，「輸出量は 3 万 t，輸出率は10％，消費









（ 1 ）　外務省 HP によると，2018年 8 月現在で日本が国単位で締結した FTA・EPA は東南ア
ジア諸国を中心に14ヶ国で，交渉中等は 4 ヶ国である。
（ 2 ）　国際連合『世界統計年鑑』等によると，アジアで 1 人当たり国民総生産が 1 万ドルを
超えていた国・地域は2000年には香港とシンガポールしかなかったが，2015年には韓
国・台湾が加わり，中国・マレーシアも8，000ドル以上と急増している。
（ 3 ）　齊藤（2015）によると，海外にある日本食レストランは2006年には約 3 万店だった
が，その後アジアを中心にその数は急増し，2015年には約8．8万店へと 3 倍近くに増加
している。
























（11）　例えば，台湾では 8 月から翌年 4 月にかけて約 1 万 t の梨を輸入しているが，その
90％近くは韓国産である（古関，2012）。また，韓国産の赤梨には豊水・新高など日本
品種が含まれており，日本産の赤梨と外観・品質的に大きな差はないといわれている。





















（18）　青島は，静岡県のミカン生産量10万 t の約60％を占め， 3 L 以上の果実が10％程度で
きると想定すれば，5，000t 程度の高品質な大玉ミカンが輸出に回せることになる。ただ




















近年，kg 当たり250円前後で推移しており（日本貿易月表より），農家手取りは kg 当た
り170円程度を確保できているという（JA 大井川での聞き取りによる）。
（23）　香港の実質 GDP はリーマンショック後も 3 ％前後を維持しており， 1 人当たり名目
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